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業務用自動ガス遮断装置<操作器> 

取付・取扱説明書(保証書付) 
 

ＬＰガス用：VAC-300P型・310P型 
(「(財)日本エルピーガス機器検査協会」検査合格品) 

 

都市ガス用：VAC-300T型・310T型 
(「(財)日本ガス機器検査協会」認証品) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作器（ＶＡＣ－３型）      ガス遮断弁 (ＫＣＶ－２型)  

 

 

●業務用自動ガス遮断装置・操作器(以下操作器と称します)を正しくお使いいただくため、 

お取り付け前およびご使用前に、この説明書をお読みください。 

●販売店または操作器を取付工事した方は、この説明書をご使用者によく説明し、必ず大切 

に保管するようお願いしてください。 

 

発売元:アズビル金門株式会社 

 

屋内用 
販売店・施工者 

ご使用者  
保存版 
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次のような場合、遮断弁は自動的に止まります。 
遮断原因を除去し安全確認を行なった後、復帰操作を行なってください。 

ガスもれ時  地震時  フード火災時  

 

ガス警報器と連動時 

  

簡易自動消火装置と連動時 

 

使用方法シール 

「止」の状態で 一度弁が開く
（約３秒）

圧力チェックの
ため弁が閉じる

チェック終了
後、弁が開く

復帰安全 復帰安全

残 秒

圧力低下時は全てのガス栓、器具栓を閉じて再度行なってください。

を押す。
遮断弁「開/止」

弁が閉じ １５分後
検査終了

残
分

気密検査

ガスが止まる。
を押す。

遮断弁「開/止」
「開」の状態で 自動的にガスが止まる原因

弁閉後、１５分間の気密検査を行ないます。

チェック正常で
ガスが使えます。
異常時は原因を
取り除き再実行

②警報原因の除去 ③「リセット」を押し表示確認 ④ガス使用の操作

警報発生によるガス止の復帰操作 ①「リセット」を押しブザー停止

止開 開
開
止

止 止
開
止

操

作

方

法

ガ
ス
止

ガ
ス
使
用

警
報

・外部入力(操作器 ,センサー)

・地震検出（取付姿勢の不良）
・ガス圧力の低下（もれ等）

・ガス漏れ警報器の作動遅延後
・ＣＯ警報器の作動遅延後

 

１．安全に正しくお使いいただくために 

操作器を施工およびご使用の際、安全に正しく行なっていただくために、またご使用者の皆

様への危害や財産への損害を未然に防止するため、この説明書にはいろいろな絵表示をしてい

ます。その表示と意味は次のようになっています。内容をよくご理解のうえ本文をお読みくだ

さい。 

絵表示 意      味  

 危険  

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡

または重傷を負う危険が切迫して生じる場合が想定される場

合を表しています。 

 警告  
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡

または重症を負う可能性が想定される場合を表しています。 

 注意  

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が障害

を負う可能性が想定される場合、および物的損害のみの発生

が想定される場合を表しています。 

 
一般的な禁止 

 
必ず行う  
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２．業務用自動ガス遮断装置とは 

業務用自動ガス遮断装置は、ホテルやレストランの厨房、地下街の店舗などの業務用ガス設

備に設置する安全システムで、ガス警報器・操作器・遮断弁等で構成されています。 

このシステムは、都市ガス用とＬＰガス用があり、ガス警報器がガスもれを検知すると操作

器がその信号を受け、遮断弁に信号を送ることによってガスを遮断します。また、室内から遠

隔開閉スイッチで容易に遮断弁を開閉できる機能等を備えています。 

 

◆自動ガス遮断装置の構成例 

 

◆操作器の機能 

〈操作器の機能〉 

ガス警報器からの異常信号を操作器で受けて、異常表示信号または、警報信号を送り、ガ

スもれが４０秒以上続いた時に遮断弁を閉じます。 

〈感震器〉 

内蔵感震器が作動（地震を感知）すると、異常表示信号または、警報信号を送り、遮断弁

を閉じます。 

〈フード等用簡易自動消火装置〉 

自動消火装置からの異常信号を、操作器で受けて、異常表示信号または、警報信号を送り、

遮断弁を閉じます。 

〈自動通報装置〉 

電話回線の集中監視システムと操作器を接続すると、ガス警報器等の外部機器から異常信 

号を受けた場合、遮断弁の開閉状態を操作器から自動的に保安センターに通報します。 

〈遠隔開閉スイッチ〉 

遠隔開閉スイッチと操作器を接続すると、遮断弁の開閉を遠隔操作できます。 
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３．機器の名称 

 

（１）操作器 

 

 
 

 

 

  

取 付 金 具 用  

皿 ネ ジ  

M 4 × 2 0 ( 4 本 )  

取 付 金 具 用  

皿 ト ラ ス ネ ジ  

M 4× 1 2 ( 4本 )  

自動ガス遮断装置自動ガス遮断装置

止
開

遮断弁 リセット

ブザー

警報

交換期限は
設置後10年

設置年月

緊急時の連絡先

遮断弁が開かない原因

押しても警報表示が消えないとき。
ブザーリセット後、再度リセットを

・警報事象が継続している。
・復帰安全確認中にガス栓を開けた。
・ゴム管がはずれている。
・ガス栓またはガス器具栓が開いている。

「止」の状態で 一度弁が開く
（約３秒）

圧力チェックの
ため弁が閉じる

チェック終了
後、弁が開く

復帰安全 復帰安全

残 秒

圧力低下時は全てのガス栓、器具栓を閉じて再度行なってください。

を押す。
遮断弁「開/止」

弁が閉じ １５分後
検査終了

残
分

気密検査

ガスが止まる。
を押す。

遮断弁「開/止」
「開」の状態で 自動的にガスが止まる原因

弁閉後、１５分間の気密検査を行ないます。

チェック正常で
ガスが使えます。
異常時は原因を
取り除き再実行

②警報原因の除去 ③「リセット」を押し表示確認 ④ガス使用の操作

警報発生によるガス止の復帰操作 ①「リセット」を押しブザー停止

止開 開
開

止

止 止
開

止

操

作

方

法

ガ
ス
止

ガ
ス
使
用

警
報

・外部入力(操作器 ,センサー)

・地震検出（取付姿勢の不良）
・ガス圧力の低下（もれ等）

・ガス漏れ警報器の作動遅延後
・ＣＯ警報器の作動遅延後

動作不良

開 閉

気密検査

復帰安全

残 秒 遠隔

圧力低下

断線

弁

警報器

1

ＣＯ

外部

止

2 3

1 2

1 23

分 地震 開

リセットボタン

端子蓋固定ビス

警報ブザー

「開／止」ボタン

液晶表示部

端子蓋

感震器

 

 Ｌ Ｐ ガ ス 用 に は 工 業 会 発 行 の 「 ガ ス 漏 れ 警 報 遮

断 装 置 保 証 書 」 が 付 属 し ま す 。  

 

 

（２）遮断弁  （３）ガス警報器 

 

例） 

 

 

例）壁掛け型

 

 

操作器本体 付属品  

取 付 板  
( 水 準 器 付 き )  

取 付 ・ 取 扱 説 明 書  



 - 5 -

 

４.仕様 

 

(1)操作器  形式：  

品 名 自動ガス遮断装置・操作器 

電 源 交流100V±10% 50Hzおよび60Hz

消 費 電 力 ８Ｗ（24V警報器使用時） 

使 用 温 度 範 囲 -10～+50℃ 

使 用 湿 度 範 囲 35～85% 

外 形 寸 法 幅121mm×高さ201mm×厚さ56mm

質 量 （ 重 量 ） 約700ｇ 

 ＶＡＣ－３ ０ ０ Ｐ 

①  ② ③ ④ ⑤ 

例： 

ＶＡＣ－３１０Ｐ 

ＬＰガス用 

３型大口径 

①操作器を表す 

②3:3型を表す 

③O:小口径(25A,32A) 

1:大口径(40A,50A,80A)

④O:０固定 

⑤P:ＬＰガス用 

T:都市ガス用 

入 力 信 号  操作器に接続可能な機器 

ガス警報器信号 DC O-6-12(ガス漏れ)-18(CO)V*

有電圧信号 最大３台接続可能 

外部機器信号１ a接点 

外部機器信号２ a接点 

遠 隔 開 閉 信 号 a接点 弁閉時0N 

ガス圧低下信号 b接点 低下時0FF 

弁 ア ン サ 信 号 a接点 弁閉時ON 

内 蔵 感 震 器 震度５相当（80～250ガル） 

 (１)ガス警報器(合計3台まで接続可能) 
ＬＰガス用:KTS-PllO・KTS-P140・KTS-P341・XH-610F 
都市ガス用:KTS-HllO・KTS-U120・KTS-U420 

*) ＣＯ警報器(18V）都市ガス用のみ 
(２)遮断弁 

ＬＰガス用:小口径 KCV-2-20P・KCV-2-25P・KCV-2-32P 
       大口径 KCV-2-40P・KCV-2-50P・KCV-2-80P 

都市ガス用:小口径 KCV-2-25T・KCV-2-32T 
       大口径 KCV-2-40T・KCV-2-50T・KCV-2-80T 

出力信号  付属機能 

弁開閉状態出力 

(弁閉時設定) 

a接点 直流30V20Wまで 

弁閉時0N（手動閉時含む） 

弁開閉状態出力 

(異常時設定) 

a接点 直流30V20Wまで 

弁閉時0N（異常発生時） 

（手動閉を除く,ガスもれ等） 

 小口径 大口径 

弁開時 約２４Ｖ 約４５Ｖ

遮断弁開閉 

パルス 

弁閉時 約１２Ｖ 約１２Ｖ

警 報 器 電 源 ＤＣ ２４Ｖ ０．４５Ａ 

 

（２）遮断弁 

 (１) 微少もれ検知 
止操作または遠隔閉信号を受信してから15分以内に
2次圧力が低下した時に警報表示する。 

(２) 断線・アンサ不良 
ガス警報器－操作器間断線、遮断弁コイル断線、ア
ンサ不良のとき警報表示する。 

(３) 停電時 
約15分以内ならば下記の信号で1回のみ遮断弁を閉
じることができる。(開/止ボタン,遠隔閉信号,外部
機器信号,2次圧低下信号,感震器作動) 
なお、停電後は上記の場合を除き停電前の状態を保
持します。 

(４) 遮断履歴表示機能 
遮断の最新の履歴３回を記憶,表示 

口 径 (20A),25A,32A,40A,50A,80A 

形式： 

 

 遮断弁作動方式 25A～40A 自己保持型電磁弁・ 

直動方式 

50A～80A 自己保持型電磁弁・ 

パイロット方式 

アンサーバック リードスイッチによる 

弁開…0FF 弁閉…0N 

圧 力 検 知 ダイヤフラム方式 

圧力検出穴…2次側に配置 

復帰安全機構 2次側圧力検知方式 

使用圧力範囲 O～3.5kPa 

使用温度範囲 -25～+70℃ 

ＫＣＶ－２－４ ０ Ｐ 

 ①  ②  ③ ④ 

例： 

ＫＣＶ－２－４０Ｐ 

ＬＰガス用 

口径４０Ａの 

２型遮断弁 

①遮断弁を表わす 

②2:2型を表わす 

③2桁数字:口径を表わす 

④P:ＬＰガス用 

T:都市ガス用 

接続ケーブル 都市ガスガス用 VCTFO.75mm2 4心 1m付

ＬＰカス用 VCTFO.75mm2 5心 1m付

 

★詳細は遮断弁の取扱説明書をご覧ください。 
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５.取付上のご注意 

〈機種確認〉操作器は、都市ガス用とＬＰガス用に分かれています。取り付ける前に必ず 

ガスの種類と機種を確認してください。誤って取り付けると事故の原因に 

なることがあります。 

危険  

操作器は、ガスが滞

留する恐れがある場

所には取り付けない

でください。火花が

引火して爆発事故の

原因となることがあ

ります。 

禁止  
ボンベ庫内設置 

 

 

 注意  

次のようなところには、操作器を取り付けないでください。 

故障の原因となることがあります。 

① 不特定多数の人の手に触れる場所 

 

 

② 備品等でさえぎられる場所 

 

 

③ 燃 焼 機 器 な ど か ら の 排 気 、 湿

気、油煙などが直接かかる場所

 

④ 屋外など、風雨にさらされる場所

や水がかかったり、水滴のつくと

ころ 

 

 

⑤ 振動、衝撃のはげしいところ 

 

 

⑥温度が一 10℃以下、または、

50℃以上になるところ 

 

 

注意  

操作器は、感震器を内蔵しています。

この感震器の性能を損なわないように

操作器の取付姿勢は垂直になるように

してください。 

 

取付板は垂直な壁面(傾き±３°以内)

に右肩や左肩上がりにならないように

まっすぐ(傾き±３°以内)に取り付け

てください。取付板の水準器のチェー

ンがゲージ穴に触れず、中央を通るように取付姿

勢を調整してください。 

 

 

操作器は、見や
すく、操作のし
やすい位置に取
り付けてくださ
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６.取付方法 

 

 

 

 

 

（第1図）  

（第２図） 

いんぺい配線(コンクリート壁)の場合 

露出配線の場合 

 
操 作 器 の こ の 部 分 を 切 り 取 っ

て く だ さ い 。  

( 上 ま た は 下 の 不 必 要 な 部 分 )  
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操作器の取り付け 

 

①第３図のように、裏側の引掛穴(2ヶ所)に取付

板のツメを引掛けて取り付けてください。 

 

操作器裏面    取付板   (第３図) 

 

 

 

 

 

②第４図のように、取付固定用ビスを締め

て、操作器が取付板からはずれないように

してください。 

 

 

 

７. 配線時のご注意 

 

 警告  
操作器の取り付けは、販売店または取付業者におまかせください。 

①交流100V配線は電気工事の資格者以外は工事

をしないでください。 

 

②配線工事は、電気設備技術基準や内線規程の

関連事項に従って工事を行ってください。 

  

 

 危険  

①配線を工事する際は、必ず操作器

に使用する電源のスイッチを切っ

てから行ってください。 

(感電、漏電の恐れ) 

 

 

②雷が発生しているときは、結線工

事をしないでください。 

(感電の恐れ) 

 

 
 

 注意  

操作器への電源の結線は、丸型圧着端子を使用してください。また、 

信号線については適合する電線径および皮むき寸法を確認ください。 

 

 

 

 

 

（第４図）  

取 付 固 定 用 ビ ス  

電源線 信 号 線

単 線   φ 0 . 6 5 ～ φ 1 . 2 m m  
よ り 線    0 . 9 ～ 1 . 2 5 m m 2  

皮 む き 寸 法   1 0 ～ 1 1 m m  

引 掛 穴  
引 掛 用 ツ メ  
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８.結線方法 

( 1 )信号配線 

自動ガス遮断システム信号線の標準配線接続は次の通りになります。 
 

※ＬＰガス用電話回線利用集中監視システムに接続する場合で、F G線・ G線が  

必要な場合は、警報器－操作器３線、操作器－遮断弁５線になります。 
 

基本システムの場合 

ガ ス も れ 火 災 警 報 設 備 ( 消 防 法 ) と 併 用 し な い 場 合 ガ ス も れ 火 災 警 報 設 備 ( 消 防 法 ) と 併 用 設 置 す る 場 合

  

  

 

 注意  

配線 を延長す る場合は 、下の表 に指定し てあるコ ードを必 ずご使用 く

ださい。  

配線経路 いんぺいの場合 露出の場合 

警報器注(1) ・・・・・・・・操作器 

警報器アダプター注(2) ・・・操作器 

自動消火装置(オプション)・操作器 

lV線O.9mm2×2 

(JlS C 3307) 

電線管(19)にて保護する。 

AE線O.65mm2以上×2C 

合成樹脂線ぴ(PR60) 

(JlS C 8425)にてカバーする。 

操作器・・・・・・・・・・遮断弁 VCTF O.75mm2×4C注(3) 

(600Vビニル絶縁ビニルキャプタイヤ

ケーブル)(JlS C 3312) 

電線管(19)にて保護する。 

VCTF O.75mm2×4C注(3) 

(600Vビニル絶縁ビニルキャプタイヤ

ケーブル)(JlS C 3312) 

合成樹脂線ぴ(PR60) 

(JlS C 8425)にてカバーする。 

操作器・・・・・・ガス遮断表示盤 

(オプション) 

IV線O.9mm2×2 

(JlS C 3307) 

電線管(19)にて保護する。 

AE線O.65mm2以上×2C 

合成樹脂線ぴ(PR60) 

(JlS C 8425)にてカバーする。 

警報器注(2)・・・・ガスもれ受信機 

(オプション) 

IV線O.9mm2×2 

(JlS C 3307) 

電線管(19)にて保護する。 

AE線O.65mm2以上×2C 

合成樹脂線ぴ(PR60) 

(JlS C 8425)にてカバーする。 

注 ( 1 ) ガ ス 警 報 設 備 が 無 い 場 合  

注 ( 2 ) ガ ス 警 報 設 備 が 有 る 場 合  

注 ( 3 ) 配 線 延 長 が 5 0 m 以 上 の と き は 、 V C T F 1 . 2 5 mm 2 × 4C

使 用 で 最 大 8 0 m ま で 、 V C T F 2 . 0 mm 2 × 4C使 用 で 最 大 1 3 0 m

ま で 可 能 で す 。 た だ し 端 子 台 へ の 接 続 は 末 端 処 理 が 必 要

で す 。 （ 太 さ に 制 限 が 有 り ま す 。 ）  
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4 5

１分

２分

３分

５分

30 秒

番号

設定

1 2 3

復帰安全確認時間

OFF

O N

OFF

OFF

OFF O N

OFF

O N

OFF

OFF OFF

OFF

OFF

O N

O N

接続有

接続無

6

接続有

接続無

設定

8

有効

無効

番号

内蔵感震器状態出力

7

接続無

接続有 O N

OFF

ON
OFF

１２３４５６７８

警報器１警報器２ 警報器３

設定スイッチ

異常時

弁閉時

（２）操作器への結線 

 

＋ ＋ ＋ ＋ ＋－ － － － －

＋ ＋ ＋－ － －
Ａ
Ｎ 圧

力

状態
出力 出力

24V遠隔
開閉黒 白 緑赤

外部外部 警報 警報 警報
器１ 器２ 器３

Ｓ

電源
スイッチ

Ｇ
Ｆ
Ｇ OFF

ON

ＡＣ
100V

Ｇ FG

ヒューズ

125V 2A

遮断弁

遮断弁

警報器

※遠隔開閉スイッチ

スイッチ ＡＣＵ等

２４Ｖ供給

直流２４Ｖ

※自動通報装置

電話回線

電源交流１００Ｖ

警報器

電源交流
100V専用線

１

※防災センタ

※フード専用

簡易自動消火装置

２

 
 

〈注〉※ガス警報器を除くオプション機器については、各メーカにお問い合せください。 

動作確認についても販売店または工事施工者の責任において実施してください。  

 

（３）設定スイッチの操作  

 

右の表を参照して、設定を切り

替えてください。設定スイッチ

の操作は電源を切った状態で行

ってください。施工業者、ガス

事業者以外の方は設定の変更を

行なわないでください。  

 

（設定内容） 

警報器接続有無:有に設定した端子は断線0 V ,通常時 6 V ,ガス漏れ 1 2 V ,ＣＯ検知 1 8 Vを判定  

復帰安全確認時間:３個のＯＮ／ＯＦＦの組み合わせで３０秒～５分を選択 

状態出力：弁閉時出力(遮断弁開閉表示盤向け) ,異常時出力(集中監視システム向け)を選択  

内蔵感震器：必ず有効を選択してください。 
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（４）遮断弁との接続  

 注意  

結線間違いは、作動不良だけでなく、遮断弁内部の電気部品を焼損さ

せる恐れがあります。絶対にお避けください 

 

信 号 線 の 接 続 は 次 の 方 法 に よ り 行 い

ます。 

( 1 )確認 

ガ ス 器 具 の ガ ス 栓 が す べ て 閉 に な っ

ていることを確認してください。 

( 2 )接続 

○ 遮 断 弁 及 び 操 作 器 の 信 号 線 を ニ ッ

パーで約1 0㎜皮むきしてください。 

○ 信 号 線 の 先 端 を そ ろ え て 圧 着 端 子

に入れ、圧着工具 (φ 2 . 5穴 )で 2か所

接続部をつぶしてください。 

○ 信 号 線 が し っ か り 接 続 さ れ た こ と

を 圧 着 端 子 か ら 信 号 線 が 抜 け な い こ

とで確認してください。 

※ Ｇ 線 ( 黄 ) 付 は Ｌ Ｐ ガ ス 用 の み で

す 。 必 要 な 場 合 の み 接 続 し て く だ さ

い。 

 

 

  

( 3 )絶縁処理 

○ 絶 縁 用 充 て ん 剤 を 接 続 部 に 充 て ん

してください。 (腐食性成分のある充

てん剤は使用しないでください)  

 

  

( 4 )テーピング 

○ ビ ニ ー ル テ ー プ で 接 続 部 を 巻 い て

ください。  

 

 

 注意 
 

Ｇ・ＦＧ線の 

結線について  

Ｌ Ｐ ガ ス 用 に つ い て は 、 電 話 回 線 利 用 中 監 視 シ ス テ ム に 接 続 す る 場

合、システムによってはＧ・ＦＧ線の接続が必要になります。この場

合のみ、ＦＧ線は通報装置へ、Ｇ線は遮断弁へ接続してください。 

通常の結線においては、すべて 4心の接続となりますので、ＬＰガス

遮 断 弁 の ５ 心 の う ち の Ｇ 線 ( 黄 ) は 開 放 と し 、 端 末 を 絶 縁 処 理 し て く

ださい。通報装置のＦＧ線の使用にあたっては、ガス事業者やシステ

ムメーカーの指示に従って使用してください。 

 

 禁止  

ＦＧ線はアース線ではありません。 

 

単 線  
 φ 0 . 6 5 ～ φ 1 . 2 m m  
 
よ り 線  
 0 . 9 ～ 1 . 2 5 m m 2  

皮 む き 寸 法  
 1 0 ～ 1 1 m m  
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９.点検方法 

（１）警報器鳴動テスト  

動作テスト  ガス警報器  操作器（表示）  

①通常状態（弁開状態）  

電源「入」の状態  

た だ し 、 ガ ス 警 報 器 は 電 源 投 入

後 約 ４ ０ 秒 間 は 「 初 期 遅 延 」 し

ま す か ら そ の 後 テ ス ト し て く だ

さい。  

 

 

 

 

 

 

開
 

② 点 検 口 に 点 検 ガ ス を 吹 き か け

る。  

 

注 ） ４ ０ 秒 以 上 続 け る と 弁 が 閉

まります。  

 

 

 

 

警報器

1

開
 

 

 

（２）断線検出（操作器と警報器間）テスト  

動作テスト  ガス警報器  操作器（表示）  

①通常状態（弁開状態）  

電源「入」の状態  

た だ し 、 ガ ス 警 報 器 は 電 源 投 入

後 約 ４ ０ 秒 間 は 「 初 期 遅 延 」 し

ま す か ら そ の 後 テ ス ト し て く だ

さい。  

 

開
 

 

② 警 報 器 の 有 電 圧 信 号 線 を 操 作 器

からはずす。  

 

断線 警報器

1

開
 

 

 

③ 「 リ セ ッ ト 」 ボ タ ン を 一 度 押 し

ブ ザ ー を 止 め 、 は ず し た 警 報 器

の 線 を 元 に 戻 し 、 再 度 「 リ セ ッ

ト 」 ボ タ ン を 押 し て 「 断 線 」 の

表示が消えるのを確認する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開
 

 

通常状態 通常状態 

ランプ (赤 )点灯

通常状態

通常状態 

ランプ (赤 )点灯

点 滅  

点 滅

ピー  
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（３）「開／止」ボタンによる弁開および復帰安全確認機能テスト  

 

１２ .操作器の取扱方法（１）「弁を開ける操作」に従って操作し、復帰安全確認時間経過

後、弁が開くことを確認する。  

 

（４）「開／止」ボタンによる遮断および気密検査機能テスト  

動作テスト  操作器（表示） 遮断弁  

 

 

①弁開状態  

開
 

 

 

② 操 作 器 の 「 開 ／ 止 」 ボ タ ン を

押す。  気密検査

残 止分

 

 

 

 

 

③ 遮 断 弁 が 閉 じ て い る こ と を 確

認 し て か ら 、 ガ ス 栓 を あ け

る。  

 

気密検査 圧力低下

止
 

 

 

（５）内蔵感震器の動作テスト  

動作テスト  操作器（表示）  遮断弁  

 

 

①弁開状態  

開
 

 

 

② 操 作 器 を 一 度 、 壁 よ り 取 り 外

し操作器を傾ける。  

（内蔵感震器作動により弁閉）  止地震

 

 

③ 「 リ セ ッ ト 」 ボ タ ン を 一 度 押

し ブ ザ ー を 止 め 、 操 作 器 を 元 に

戻 し た 後 、 再 度 「 リ セ ッ ト 」 ボ

タ ン を 押 し て 「 地 震 」 の 表 示 が

消えるのを確認する。  
止

 

 

約１０分後 

点 滅

ピー  

ピー  止

青 マ ー ク が

消 え て い る  

点 滅 止

青 マ ー ク が

消 え て い る  

通常状態 

開

青 マ ー ク が

見 え る  

通常状態 

開

青 マ ー ク が

見 え る  
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１０.表示説明 

電源投入時、５秒間右のように全点灯します。 

各状態での表示は下記表を参照してください。 

（操作器項目の補足説明） 

遮断弁 ：遮断弁の状態を表します。（ ●開 ×止 ） 

状態出力：外部機器用接点出力を表します。（ ○ON出力 ） 

弁閉：「弁閉時出力」設定時(遮断弁開閉表示盤向け) 

異常：「異常時出力」設定時(集中監視システム向け) 

警報  ：ブザー警報音の有無を表します。（ ○鳴動 ） 

警報発生時（遮断事象、断線など）に「リセット」ボタンを一度押すとブザー停止、二度目

以降で事象表示が更新されます。一度だけ押した状態で新たな事象（遮断）が発生した場合

追加表示となります。 

（操作器表示項目の補足説明） 

  〔〕点灯を表します    《》点滅を表します    ｎ端子番号（１～３） 

操 作 器 備       考 

状態出力 No. 

機 能  

 

状 態 

遮
断
弁 

弁閉 異常

警
報 

表
示 

 

1 電源投入 －    電源投入時、５秒間〔全点灯〕 

2 二次側へのガス注入 ●    〔開〕《復帰安全》 

3 二次側圧力チェック × ○   〔止〕《復帰安全》〔残時間〕 

4 

開
動
作 開操作時圧力低下 × ○  ○ 〔止〕《復帰安全》〔圧力低下〕 

5 ガスもれ/CO(40秒以内) ●    〔開〕〔警報器/ＣＯ〕《ｎ》 

6 ガスもれ/CO(40秒以上) × ○ ○ ○ 〔止〕〔警報器/ＣＯ〕〔ｎ〕 

7 警報器信号0V ●   ○ 〔開〕〔断線〕《警報器》〔ｎ〕 

8 使用中圧力低下 × ○ ○ ○ 〔止〕〔圧力低下〕 

9 外部信号入力時 × ○ ○ ○ 〔止〕〔外部〕〔ｎ〕 

10 感震器作動 × ○ ○ ○ 〔止〕〔地震〕 

11 手動閉(操作後15分以内) × ○   〔止〕《気密検査》〔残時間〕 

12 遠隔閉(操作後15分以内) × ○   〔止〕〔遠隔〕《気密検査》〔残時間〕

13 

開
状
態
で
の 

停電 ●   － 弁の状態は現状維持、表示が消え、停電後 

１５分間はバックアップ(警報信号で遮断) 

14 手動・遠隔閉後15分以後 × ○ *1  〔止〕  *1) 圧力低下発生時15分後ON 

15 ガスもれ/CO(40秒以内) × ○   〔止〕〔警報器/ＣＯ〕《ｎ》 

16 ガスもれ/CO(40秒以上) × ○ ○  〔止〕〔警報器/ＣＯ〕〔ｎ〕 

17 警報器信号0V × ○   〔止〕〔断線〕《警報器》〔ｎ〕 

18 圧力低下(閉後15分以内) × ○  ○ 〔止〕《気密検査》〔圧力低下〕 

19 外部信号入力時 × ○ ○  〔止〕〔外部〕〔ｎ〕 

20 感震器作動 × ○ ○  〔止〕〔地震〕 

21 

閉
状
態
で
の 

停電 ×   － 弁の状態は現状維持、表示消え 

22 閉動作不良(リミット不良等) －   ○ 〔動作不良〕〔閉〕 

23 開動作不良(リミット不良等) －   ○ 〔動作不良〕〔開〕 

24 ＋断線（赤）    ○ 〔断線〕《弁》 

25 －断線（黒）    ○ +,ANS,二次圧断線を併発する 

26 ANS断線（白） ●   ○ 弁閉時：動作不良,弁開時：表示変わらず 

27 

操作器 

／弁 

間 

断線 二次圧断線（緑） × ○ ○ ○ 圧力低下の誤検出へ至る 

動作不良

開 閉

気密検査
復帰安全

残 秒 遠隔

圧力低下

断線

弁

警報器

1

ＣＯ

外部

止

2 3

1 2

1 23

分 地震 開



 - 15 -

 

１１.取扱上のご注意 

（１）ガスが遮断されたときの処置 (安全のため必ずお守りください )  

 危険  

火花などによる爆発の恐れがありますので次のことは絶対にしな い で

ください。 

① マ ッ チ 、 ラ イ タ ー な ど 火

気は使用しない。  

 

② 換 気 扇 、 扇 風 機 、 そ の 他 の

電 気 製 品 の ス イ ッ チ に 絶 対

触れない。  

 

③ 電 源 プ ラ グ の 抜 き 差 し は

しない。  

 

 

 

①まず、火を消してガス栓を締めてください。

 

 

②ドアや窓を静かに開けて自然換気をしてくだ

さい。もれたガスは室内にたまっていますの

で、空気が流れるようにドアと窓を開けてく

ださい。  

③遮断装置の表示内容により遮断原因を調べて

ください。原因不明の場合はただちに販売店

に連絡してください。  

 

④遮断原因を取り除き・再発防止措置をしてく

ださい。原因が取り除けない場合は、ただち

に販売店に連絡してください。  

 

 

 

（２）ご使用上の注意(安全のため必ずお守りください)  

 警告  

① 操 作 器 は 絶 対 に 分 解 改 造

しない。  

 

 

② 遮 断 弁 は 強 制 的 に 開 け た 状

態 の ま ま で 使 用 し な い で く

ださい。  

 

③ 操 作 器 の 取 付 位 置 を 移 動

させないでください。  

取 付 位 置 を 変 え る 必 要 が

生 じ た 場 合 は 販 売 店 に 依

頼してください。  
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１２.操作器の取扱方法 

（１）弁を開ける操作（ガスを使用する）  

操作方法  操作器（表示）  遮断弁  

復帰安全

止
 

 

復帰安全

開
 

 

復帰安全

残 秒 止
 

 

遮断弁が「止」の状態で  

操作器の「開／止」ボタン

を 押 す と 開 動 作 に 入 り ま

す。  

 

復帰安全確認を行いますの

で、あらかじめ開いている

ガス栓、器具栓をすべて閉

じておいてください。  

開
 

 

注 ） 復 帰 安 全 確 認 時 間 と は 、 遮 断 弁 以 降 の 配 管 ま た は 器 具 栓 か ら の ガ ス も れ を 確 認 す る た め に  

設 け ら れ た も の で 、 ガ ス 事 業 者 に よ り 設 定 さ れ ま す 。 （ ３ ０ 秒 ～ ５ 分 ）  

 

（２）弁を閉める操作（ガスを止める、ガス遮断）  

操作方法  操作器（表示） 遮断弁  

 

 

①弁開状態  

開
 

 

 

②操作器の「開／止」ボタ

ンを押す。  

弁閉後、１５分間の気密

検査が行われます。  

気密検査

残 止分

 

 

 

 

開

点 滅 止

青 マ ー ク が

消 え て い る  

青 マ ー ク が

見 え る  

点 滅

弁 開 の 信 号 準
備 に 時 間 の か
か る 場 合 が あ
り ま す 。

止

青 マ ー ク が

消 え て い る  

開

青 マ ー ク が

見 え る  

点 滅 止

青 マ ー ク が

消 え て い る  

通常状態 

開

青 マ ー ク が

見 え る  
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（３）気密不良の時  

動作内容  操作器（表示） 遮断弁  

 

・弁閉後、１５分間の気密

検査が行われます。  気密検査

残 止分

 

 

 

・二次圧力が低下する。  

ブザーは「リセット」ボタ

ンを押して止めます。  

気密検査 圧力低下

止
 

 

●ガス栓の開放またはゴム管はずれ等の異常が無いのに、上記の気密不良があった場合に

は販売店に連絡し、検査を依頼してください。  

 

（４）停電の時 

動作内容  操作器（表示） 遮断弁  

 

 

・弁開状態  

開
 

 

 

・停電時  

  

全て  

消灯  

 

弁 の 状 態 に 変 化 あ り ま せ ん

 

（ 弁 閉 時 に つ い て も  

同 様 に 変 化 あ り ま せ ん 。 ）

●停電後約１５分以内であればバックアップ機能が働き下記信号にて遮断することができ

ます。  

   外部機器信号・感震信号・手動遮断信号・二次圧力低下信号  

 

（５）警報器信号線断線、プラグ抜け  

動作内容 操作器（表示） 遮断弁  

 

・警報器信号線断線  

・警報器プラグ抜け  

断線 警報器

1

開
 

 

弁 の 状 態 に 変 化 あ り ま せ ん

（ 弁 閉 時 に つ い て も  

同 様 に 変 化 あ り ま せ ん 。 ）

●ブザーは「リセット」ボタンを押して止めます。  

 

 

点 滅
止

青 マ ー ク が

消 え て い る  

点 滅  

ピー  

通常状態  

開

青 マ ー ク が

見 え る  

点 滅  

ピー  
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（６）ガスがもれた時（基本システムの場合）  

動作内容  警報器  操作器（表示） 遮断弁  

 

 

・弁開状態  

 

 

ランプ（赤）  

点灯  

 

開
  

 

警報器

1

開
  

 

・ガスがもれる  

 

 

 

ランプ（赤）  

点滅  

ブザー鳴動  

 

警報器

1

止
  

 

・ガスがなくなる  
 

 
ランプ（赤）  

点灯  

ブザー停止  

 

 

警報器

1

止
  

  
「リセット」ボタンを一度押

しブザーを止め、再度「リセ

ット」ボタンを押して「警報

器」の表示が消えるのを確認

する。  

「 リ セ ッ ト 」 操

作 は 省 略 で き ま

す が ２ 度 押 し し

て 安 全 確 認 を し

てください。  

 注意  

遮断弁の復帰操作は、ガスもれの原因を除去し、充分に安全確認を行

った上、「１２．（１）弁を開ける操作」により行なってください。  

 

通常状態  
開

ピー 
止

ピー 

止

開

約4 0秒後  
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（７）地震が起きた時（内蔵感震器作動）  

動作内容  操作器（表示） 遮断弁  

 

 

・弁開状態  

開
 

 

止地震

 

 

 

・感震器が作動する。  

「 リ セ ッ ト 」 ボ タ ン を 一 度 押 し

ブ ザ ー を 止 め 、 再 度 「 リ セ ッ

ト 」 ボ タ ン を 押 し て 「 地 震 」 の

表示が消えるのを確認する。  

「 リ セ ッ ト 」 操 作 は 省 略

で き ま す が ２ 度 押 し し て

安 全 確 認 を し て く だ さ

い。  

 注意  

遮断弁の復帰操作は、安全確認を行った上、「１２．（１）弁を開け

る操作」により行なってください。  

 

（８）簡易自動消火装置が働いた時（装置連動システムの場合）  

動作内容  操作器（表示） 遮断弁  

 

 

・弁開状態  

開
 

 

外部

止
1

 

 

 

・信号が入力する。  

 

外部遮断信号  

 

「 リ セ ッ ト 」 ボ タ ン を 一 度 押 し

ブ ザ ー を 止 め 、 復 帰 後 、 再 度

「 リ セ ッ ト 」 ボ タ ン を 押 し て

「 外 部 」 の 表 示 が 消 え る の を 確

認する。  

「 リ セ ッ ト 」 操 作 は 省 略

で き ま す が ２ 度 押 し し て

安 全 確 認 を し て く だ さ

い。  

 注意  

遮断弁の復帰操作は、安全確認を行った上、「１２．（１）弁を開け

る操作」により行なってください。  

 

通常状態 

開

青 マ ー ク が

見 え る  

ピー  止

青 マ ー ク が

消 え て い る  

通常状態 

開

青 マ ー ク が

見 え る  

ピー  止

青 マ ー ク が

消 え て い る  
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（９）供給圧力が低下した時  

動作内容  操作器（表示） 遮断弁  

 

 

・弁開状態  

開
 

 

圧力低下

止
 

 

 

・二次側（ガス圧）が低下

する。  

 

「 リ セ ッ ト 」 ボ タ ン を 押 し て ブ

ザーを止める。  

 

 注意  

遮断弁の復帰操作はガス圧が正常に戻った後、安全確認を行った上、

「（１）弁を開ける操作」により行なってください。  

 

（１０）遠隔操作による弁開閉  

動作内容  操作器（表示） 遮断弁  

 

 

・弁開状態  

開
 

 

 

・遠隔スイッチを「止」に

する。  

 

遠隔止
 

 

 

・遠隔スイッチを「開」に

する。  

 
 

遠隔スイッチを「開」にすると自動的に復帰動作（弁開）

を行ないます。またスイッチが「止」のままであると操作器

からの操作はできません。  

 

通常状態 

開

青 マ ー ク が

見 え る  

止

青 マ ー ク が

消 え て い る  

ピー  

通常状態 

開

青 マ ー ク が

見 え る  

止

青 マ ー ク が

消 え て い る  
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１３．遮断履歴表示機能 

 

本操作器には異常遮断履歴を表示、確認する機能を持っております。 

通 常 状 態 （ ブ ザ ー 停 止 、 警 報 表 示 終 了 後 ） で 「 リ セ ッ ト 」

ボ タ ン を １ ０ 秒 間 押 す こ と に よ り 、 過 去 ３ 回 の 異 常 遮 断 履

歴 を 各 １ ０ 秒 ず つ 表 示 し ま す 。 右 の 例 の 様 に １ 回 前 の 履 歴

は 「 １ 」 と 警 報 内 容 、 ２ 回 前 の 履 歴 は 「 ２ 」 と 警 報 内 容 と

い う 形 で 表 示 さ れ 、 ３ 履 歴 表 示 さ れ た 後 は 通 常 状 態 へ 戻 り

ま す 。 履 歴 の 記 憶 は 停 電 後 １ ５ 分 間 の バ ッ ク ア ッ プ 期 間 を

過ぎるとクリアされます。 

表示例） １回前  

警報器

1

 

 

 

１４.お客様への説明事項 

 

お客様に次の事項を説明のうえ、ご理解を得てください。 

 
①取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく使用していただくこと。  

②取扱説明書には、保証書が付いているので、大切に保管していただ

くこと。  

③外部機器と接続した場合の動作説明をしていただくこと。  

 

１５．保守、管理について 

 

操作器 ,ガスもれ警報器 ,遮断弁は、ガスもれや地震発生時にガスを遮断し、お客様の安全を

お守りするシステムを構成する装置です。各装置が確実に動作するように下記内容に従って日

常使用時の点検と定期的な総合保守点検を行なってください。定期点検は装置の機能を正常に

維持するために必要であり ,２年ごとに点検をお受けください。定期点検は販売店にお申し付

けください。また、日常点検または通常の使用時、装置に異常、トラブルが発生した場合は、

販売店にご連絡ください。 

 

日常点検 ：○の項目 (操作毎あるいは適時 )  定期点検 ：○および◎の項目 (２年に１回 )  

 

基 本 動 作  

○ 表 示 器 、 各 操 作 ボ タ ン の 状 況  

○ 操 作 器 の ボ タ ン 操 作 に よ る 弁 の 動 作  

◎ 警 報 器 , 内 蔵 感 震 器 , 外 部 入 力 に よ る 弁 の 動 作  

操 作 器 の 機 能 点 検  

◎ 各 警 報 内 容 の 表 示 お よ び そ の 他 基 本 性 能  

○ 目 視 , 外 観 検 査 に よ る 本 体 各 部 の 異 常 の 有 無  

○ 取 付 姿 勢 の 傾 き の 有 無  

警 報 器 の 機 能 点 検  

◎ 点 検 ガ ス に よ る 作 動 の 基 本 性 能  

○ 目 視 , 外 観 検 査 に よ る 本 体 各 部 の 異 常 の 有 無  

遮 断 弁 の 機 能 点 検  

○ 本 体 各 部 の 気 密 性 （ ガ ス も れ 検 査 ）  

◎ 手 動 に よ る 弁 の 開 閉 作 動 状 況 と 締 切 性 能  

○ 目 視 , 外 観 検 査 に よ る 本 体 各 部 の 異 常 の 有 無  信 号 線  

◎ 絶 縁 テ ス ト な ど に よ る 各 部 の 絶 縁 、 導 通 状 況  

○ 目 視 , 外 観 検 査 に よ る 配 線 回 路 の 異 常 の 有 無  
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１６.アフターサービスについて 

 

製品および保守点検について、添付の保証書に基づき記載された期限内を保証いたします。 

万一、異常が生じた場合は、速やかに販売店に連絡し、添付の保証書をご提示ください。 

保証書の記載内容に基づき販売店で点検または交換いたします。 

 

 

１７.操作器の保管および廃棄について 

 

 

 

( 1 )保管について 

・室温－１０～＋５０℃で湿気の少ないところ。 

・直接日光の当らないところ。 

( 2 )廃棄について  

・産業廃棄物として処理してください。 

 

 

 

 

 

 

 

保証の適用除外  

■この製品は保証期間内でも次のような場合の交換は有償となります。  
( 1 ) 使用者の故意または不注意によって生じた故障または損傷  
( 2 ) 火災、天災、異常電圧、異常温度、異常雰囲気等の不可抗力による故障または損傷  
( 3 ) 取付位置が屋外、高温多湿等著しく不適当な場所に取付けた場合  
( 4 ) 指定ガス以外のガスに使用した場合  
( 5 ) 水や煮こぼれ等の液体、動植物等による故障または損傷  
( 6 ) 当社製品でないオプション機器が原因で発生した故障または損傷  
( 7 ) その他使用上の誤り、分解、改造されたもの、衝撃等による故障または損傷  
( 8 ) 本書の提示がない場合、ただし本書は日本国内のみ有効です  
( 9 ) 本書にお求め日、販売店名の記入のない場合  
( 1 0 ) その他、製造業者の責任によらない汚損、故障または損傷  
※お願い  本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。  

 

 

 
● こ の 保 証 書 は お 客 様 の 民 法 又 は 商 法 上
の 権 利 を 制 限 す る も の で は あ り ま せ ん 。
ま た 、 操 作 器 に つ い て ご 不 明 の 場 合 は お
求 め の 販 売 店 又 は 発 売 元 に お 問 合 せ く だ
さ い 。  

 

お客様 

 

ご芳名           

 

ご住所           

 

(電話      (     )     )  

 

 


